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１ 問題の所在と研究目的 
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結果、より広い社会事象を説明できる知識を、習得することにつながった。既習の知識を問
うだけでなく、資料を組み合わせて新たな知識を習得することにつながる評価問題が開発で
きた。 
 
３ 成果と課題 
 本研究の成果は、次の3点で 
ある。 
（１）社会科授業の探究過程に 
おける「思考」に「分類」「比 
較」「関連付け」「統合」など 
の働きがあることが明らかにな 
った。 
（２）授業開発を行う際に「分 
類」「比較」「関連付け」「統 
合」などの場面を組み込むこと 
で、子どもの「思考」場面を保 
障した授業づくりができた。 
（３）評価問題において、資料 
を活用して、「分類」「比較」 
「関連付け」「統合」ができる問題を開発することにより、「思考」を評価できる評価問題
を開発できた。 
 本研究の課題は、次の3点である。 
（１）授業過程において、明らかになった「分類」「比較」「関連付け」「統合」などの「
思考」を明確に評価する方法を開発できていない。 
（２）「分類」「比較」「関連付け」「統合」以外にも「思考」といえる働きがないのかが
明らかになっていない。 
（３）「分類」「比較」「関連付け」「統合」の具体的な構造が明らかになっていない。 
 
 
資料Ⅰ中学校評価問題開発例 
比率は全国比 
